
①シート『データ入力』に日付、高値、安値、終値、出来高のデータを貼り付けます。(出来高は任意)
但し日付（年数）が認識できるのは次の範囲内です。(平成1年～平成99年, 1901年～2087年)
昇順に貼り付けてください。降順の場合は昇順に並び替えて下さい。
マクロの「Sort」を実行すると昇順に並び替えてくれますが、正しく機能しない場合があります。

②指数計算ボタンを押すと指数計算フォームが表示されます。

日付形式を選択してフォーム内の指数計算ボタンを押して下さい。各テクニカル指標を計算します。
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③月別分析ボタンを押すとシート『月別分析』に結果が表示されます。

④チャートボタンを押すとシート『チャート』に日足チャートが表示されます。
(注)日付形式が20030401のようなケースだと正しくチャートが表示できないのでご了承下さい。



⑤シミュレーションボタンを押すとシミュレーションフォームが表示されます。
「投資株数又は倍率」「手数料(往復)」に数値を入力して、シミュレーションするテクニカルを選択し、
次へボタンを押して下さい。

⑥テクニカルのＲＳＩを選択した場合は、ＲＳＩフォームが表示されます。
シミュレーションする期間とＲＳＩの売買、指数を設定してシミュレーション開始ボタンを押して下さい。



 ⑦テクニカルで移動平均を選択した場合は、移動平均フォームが表示されます。
シミュレーションする期間と移動平均の売買、指数を設定してシミュレーション開始ボタンを押して下さい。
なお、ここで入力する指数は各移動平均の差異ですので、常識の範囲内でお願いします。
シミュレーションする銘柄の値幅によって調整して下さい。
あまりにかけ離れた指数を設定すると全て損切りとなり、正しくシミュレーションできない可能性があります。

⑧テクニカルでピボットを選択した場合は、ピボットフォームが表示されます。
シミュレーションする期間とピボットを設定してシミュレーション開始ボタンを押して下さい。



⑨シミュレーションを終了するとシート『シミュレーション結果』に結果が表示されます。
結果を保存したい場合は、結果保存ボタンを押して下さい。各テクニカルごとに結果が追加保存されます。
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　　【名    称】相場シミュレーションシステム for Excel
　　【ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 】5.00
　　【製作者名】林　宇一朗
　　【掲載者名】林　宇一朗 
    【メール】 haya1230@yahoo.co.jp

    【ＵＲＬ】 http://www.geocities.jp/site_click/

　　【動作環境】Microsoft Windows95/98/Me、NT4.0/2000、XP
　　　　　　　　Microsoft Excelが動作する環境(97以降）

     推奨はExcel2000
　　【開発言語】Microsoft VBA (Excel2000)
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